
124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

子どもたちが、社会人・職業人として自立していけるよう、年齢に応じたキャリア教育を推進します

中学校の職場体験学習を充実し、働くことへの理解を深めます

（49）様々な人との共生への取組の推進

市内事業所に対して、男性が家庭や地域活動、市民活動へ参画できるよう、男性中心の働き方等を前提とし
た労働慣行の見直しやワーク・ライフ・バランスについての啓発や情報提供を推進します

（51）男性のネットワーク支援

若者、子育て中の父親、定年前後の男性、介護を担う男性等のネットワークづくりを支援します

（52）男性の男女共同参画に関する情報収集と発信

固定的な性別役割分担意識が男性にもたらす重圧や男性の心身の健康の問題等、男性に関する情報の収集及
び発信をします

基本目標８　男女共同参画を進める教育と学習の推進

　子どもたちが、性別に基づく役割を固定した考え方にしばられることのないよう、学校や地域、家庭において男女平等につい
て学べる機会を提供します。また、働くことの意義と重要性を理解し、子ども一人ひとりの個性や能力が活かせる将来の人生設
計が描けるようなキャリア教育を進めます。また、「男らしさ」を背景とした男性ゆえの生きづらさを解消し、自分らしい生き
方が選択できるよう、啓発活動や学習機会の提供等を行います。

施策の基本的方向・具体的施策・施策内容

19　子どもの頃からの男女平等への理解の促進と将来を見通した自己形成支援

（47）男女平等を推進する保育・教育の充実

人権尊重を基盤にした男女平等観の形成を図るための保育や教育を充実します

保育所(園)、幼稚園、学校等での固定的な性別役割分担意識の解消に努めます

外国にルーツを持つ子どもたちが自尊感情を高め、主体性を確立するための支援を行うとともに、子どもた
ちが豊かに共生する心を育む多文化共生の取組を推進します

多様な性のあり方への理解を深めるための啓発を推進します

20　男性にとっての男女共同参画の推進

（50）男性にとっての男女共同参画に関する啓発や学習機会の提供

男性にとっての男女共同参画の意義について理解を促進するための学習機会を提供します

男性が家事、育児、介護等、生活者としての能力をつけるための学習機会を提供します

男女平等についての理解を深めるため、保育・教育関係者に対する研修を充実します

男女平等の視点に配慮した教育相談を実施します

（48）性別にとらわれないキャリア教育の推進
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137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

若者の自立に向けての支援をします

（56）生きる力を育む家庭での男女共同参画の推進

男女共同参画の視点に配慮した家庭教育学級の取組を推進します

家庭教育学級指導者に対して男女共同参画に関する情報提供や研修の機会を充実します

男女共同参画の視点に配慮した家庭での教育の推進ができるように子育て中の男女への学習機会を確保しま
す

（54）女性のチャレンジに関する情報提供と講座の開催

セミナーやイベントの企画・運営等の実践的な活動を通して、女性のエンパワーメント支援をします

様々なチャレンジに関する情報を収集し、多様な媒体を通じて情報提供をします

働く女性のための講座や、再就職を希望する女性のための講座等を開催します

（55）子どもや若者のための学習や体験活動の推進

子どもたちが学習や体験活動を通して男女平等や男女共同参画について学べる機会を充実します

（53）生涯学習に関する情報提供と学習機会の提供

生涯学習に関する情報を、様々な機会、媒体を通して提供します

ローズＷＡＭや社会教育施設等において男女共同参画をテーマにした講座を充実します

社会教育関係団体のリーダーに対して男女共同参画に関する研修を充実します

様々な学習機会にだれもが参加しやすいように、一時保育の実施や開催日時・場所等について工夫します。
また、子育て世代が講演会や審議会等へ参加できるように、関係課からの依頼により保育ボランティア等を
派遣して一時的に子どもを預かる出前型一時保育を実施します

ローズＷＡＭ等を活用して、女性の芸術や文化、ものづくり等の表現活動を支援します

21　多様な選択を可能にする教育・能力開発・学習機会の充実
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令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

公立幼稚園・公立認定こども園にお
いて、人権教育を推進するにあたっ
て茨木市立幼稚園教育課程基準に位
置づけるとともに、茨木市・大阪府
教育委員会の教材集や事例集等を活
用しながら日々の保育の中で取り組
んだ。
公立保育所において、「茨木市人権
保育基本方針」・「茨木市人権保育
カリキュラム」や保育所保育指針に
基づき、日々の保育の中で取り組ん
だ。

様々な遊びや活動を通して、一人ひ
とりに応じた総合的な指導を行いな
がら、幼児同士が温かい人間関係を
結んでいけるような仲間づくりに努
めた。LGBTやジェンダーの秘めてい
る問題に対して、保育者、教諭がい
ち早く気づき、配慮していくことが
課題となってきている。

継続 継続

今後も様々な遊びや活動
を通して、一人ひとりに
応じた総合的な指導を行
い、幼児同士が温かい人
間関係を結んでいけるよ
うな仲間づくりに努める
と共に、LGBTやジェン
ダーの秘めている問題に
対して、保育者、教諭が
いち早く気づき、配慮し
ていくことができるよう
に努める。

保育幼稚
園総務課

「茨木市学童保育指導員要領」をも
とに、人権尊重を基盤とし、男女を
区別することなく、個人を尊重した
保育を行った。

日々の生活や遊びの中で、男女の区
別なく、一人一人がお互いを尊重し
ながら力を合わせ、大切な仲間関係
を深めるように努めた。

継続 継続
学童保育

課

すべての市立小・中学校において人
権教育年間指導計画を作成し、推進
を図った。

すべての市立小・中学校において人
権教育年間指導計画を作成すること
で人権尊重を基盤にした男女平等観
の形成を図ることができた。

継続 継続
学校教育
推進課

公立幼稚園・公立認定こども園にお
いて、人権教育を推進するにあたっ
て茨木市立幼稚園教育課程基準に位
置づけるとともに、茨木市・大阪府
教育委員会の教材集や事例集等を活
用しながら日々の保育の中で取り組
んだ。
公立保育所において、「茨木市人権
保育基本方針」・「茨木市人権保育
カリキュラム」や保育所保育指針に
基づき、日々の保育の中で取り組ん
だ。
【再掲　施策番号124】

男女の区別なく、一人ひとりが大切
な仲間であるということを、遊びを
中心とした生活の中で、認識できる
よう努めた。男女という意識より
も、一人ひとりを大事にする保育を
目指していくことが今後の課題と
なっていき、性別にこだわらない保
育の実践をすることが今後の課題と
なってきている。

継続 継続

今後も引き続き、男女の
区別なく、一人ひとりが
大切な仲間であるという
ことを、遊びを中心とし
た生活の中で、認識でき
るよう努める。男女とい
う意識よりも、一人ひと
りを大事にする保育を目
指していくことが今後の
課題となっていき、性別
にこだわらない保育の実
践ができるよう努める。

保育幼稚
園総務課

「茨木市学童保育指導員要領」をも
とに、人権尊重を基盤とし、男女を
区別することなく、個人を尊重した
保育を行った。
【再掲　施策番号124】

日々の生活や遊びの中で、男女の区
別なく、一人一人がお互いを尊重し
ながら力を合わせ、大切な仲間関係
を深めるように努めた。

継続 継続
学童保育

課

男女混合名簿や性別によらない色分
け等、日々の活動における固定的性
別役割分担意識の解消を図った。

男女混合名簿や性別によらない色分
け等の取り組みにより、日々の活動
における固定的性別役割分担意識の
解消を図ることができた。

継続 継続
学校教育
推進課

126

子育て関係団体等を対象とした地域
子育て支援者研修において人権や
ジェンダーに関するテーマを選定
し、研修を開催をした。
〔開催〕令和３年７月９日、９月17
日、10月29日

子育て支援関係者に対して、人権や
ジェンダーに関する研修受講の機会
を提供できた。

継続 継続
子育て支
援課

施策内容

124
人権尊重を基盤にした男女平
等観の形成を図るための保育
や教育を充実します

125
保育所(園)、幼稚園、学校等
での固定的な性別役割分担意
識の解消に努めます

男女平等についての理解を深
めるため、保育・教育関係者
に対する研修を充実します

施策の基本的方向16　子どもの頃からの男女平等への理解の促進と将来を見通した自己形成支援

（具体的施策　47）男女平等を推進する保育・教育の充実
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公立幼稚園・公立認定こども園にお
いて、教員及び市職員対象の人権研
修に積極的に参加する。また、園内
研修の充実も図った。
保育所において、全保育職員対象の
人権保育研修を実施し、市職員対象
の人権研修を受講した。

公立幼稚園・公立認定こども園にお
いて、園内研修の実施や教員及び市
職員対象の人権研修を受講し、理解
を深めた。
保育所において、今年度も保育所全
職員対象の人権保育研修や市職員対
象の人権研修を受講する。

継続 継続

公立幼稚園・公立認定こ
ども園において、園内研
修の実施や教員及び市職
員対象の人権研修を受講
し、理解を深めることが
できるよう努める。
保育所において、保育所
全職員対象の人権保育研
修や市職員対象の人権研
修を実施し、理解を深め
ていく。今後、LGBTや
ジェンダーの研修を取り
入れていけるよう努め
る。

保育幼稚
園総務課

教職員に対して、人権研修を実施し
た。
人権教育教頭研修会
【再掲　施策番号92】

人権研修を行うことでジェンダー平
等について理解を深めることができ
た。しかし、研修の内容を各校の教
職員に伝達していくことが課題であ
る。

継続 継続
学校教育
推進課

子どもたち、また教職員自身も、人
権意識・人権感覚を育むことができ
るよう、様々な研修を実施した。

①学校におけるLGBTQ教育のあり方
　堀　由栗加氏
②子どものキャリア発達を促すキャ
リア教育とキャリアパスポートの活
用
　追手門学院大学　教授　三川俊樹
氏
③感情が落ち着かない児童生徒への
対応
　梅花女子大学　教授　伊丹昌一氏

学級及び学校全体で人権意識や人権
感覚を高め取組みを進めること、ま
た、多様性を育むことができるよ
う、今後も継続して研修の充実を
図っていく。

継続 継続
教育セン
ター

スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーと連携して、こ
ころのケアを図った。

スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーと連携して、こ
ころのケアを図ることができた。

継続 継続
学校教育
推進課

幼児・児童・生徒・保護者・教職員
の教育に関する悩みについて、教育
相談を実施した。
①電話教育相談　167件　 167回
②心理相談　　　145件　2166回
③言語教育相談　150件   678回
④不登校相談　　 53件　 626回
⑤発達相談　　　838件　4161回
⑥巡回相談       46校に99回実施
⑦特別教育相談　 14回実施37ケース

対前年比で、件数は９７．２％、回
数は１１８．９％と微増した。相談
者のニーズにタイムリーに対応でき
るよう、今後も相談体制の充実を
図っていく。

継続 継続
教育セン
ター

令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

128

主体的に活動する環境を整え、遊び
を中心とした生活の中で、「幼児期
に育みたい資質・能力」及び「幼児
期の終わりまでに育みたい10の姿」
を意識した保育・教育の推進を図っ
た。

「幼児期の終わりまでに育みたい10
の姿」をふまえて「幼児期に育みた
い資質・能力」を意識した保育・教
育を推進することで、小学校への学
びの連続性について理解を深めるこ
とができた。
更に小学校とのつながりを意識して
「学びに向かう力」を育んでいくた
めに非認知能力についても実践的な
取り組み等を考えていく。自尊感情
を今以上に高めていくことが、今後
の課題となる。

継続 継続

「幼児期の終わりまでに
育みたい10の姿」を踏ま
えて「幼児期に育みたい
資質・能力」を意識した
保育・教育を推進し、小
学校への学びの連続性に
ついて理解を深めてい
く。
更に小学校とのつながり
を意識して「学びに向か
う力」を育んでいくため
に非認知能力についても
実践的な取り組み等を考
えていく。自尊感情を今
以上に高めていくことに
努めていく。

保育幼稚
園総務課

施策内容

127

（具体的施策　48）性別にとらわれないキャリア教育の推進

126
男女平等についての理解を深
めるため、保育・教育関係者
に対する研修を充実します

男女平等の視点に配慮した教
育相談を実施します

子どもたちが、社会人・職業
人として自立していけるよ
う、年齢に応じたキャリア教
育を推進します
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128
市内１４中学校区で、キャリア教育
全体計画を作成し、それにもとづき
キャリア教育の推進を図った。

市内１４中学校区で、キャリア教育
全体計画を作成することで、年齢に
応じたキャリア教育を推進すること
ができた。

継続 継続
学校教育
推進課

129
全中学校で職場体験学習を予定して
いたが、中止をした。

中学校で職場体験学習の実施をする
ことで働くことへの理解を深めるこ
とが有効であるため、施設の受け入
れが可能であれば実施したい。

継続 継続
学校教育
推進課

令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

幼児が異文化に触れる機会を取り入
れ、日々の保育の中で指導内容や指
導方法について工夫した。

日々の保育実践を工夫するととも
に、必要に応じて幼児及びその保護
者に対して、通訳者の派遣を実施す
ることにより、友だち、家族、地域
など社会とのつながりについて丁寧
に伝えることができた。就学が近づ
いてくると、社会の情勢や日本以外
の国に対しても意識が持てるよう
に、保育の中の視野を広げていくこ
とが今後の課題となる。

継続 継続

日々の保育実践を工夫す
るとともに、必要に応じ
て幼児及びその保護者に
対して、通訳者の派遣を
実施することにより、友
だち、家族、地域など社
会とのつながりをつけて
いく。就学が近づいてく
ると、社会の情勢や日本
以外の国に対しても意識
が持てるように、保育の
中の視野を広げていくこ
とに努める。

保育幼稚
園総務課

各校で外国にルーツを持つ子どもた
ちを対象にワールド教室を実施し
た。

ワールド教室を実施することで外国
にルーツを持つ子どもたちの自尊感
情を高め、主体性を確立するための
支援を行うことができた。

継続 継続
学校教育
推進課

電話相談とコミュニティスペースを
開始し、公共施設や市内高校・大学
へチラシ・ポスターを配布した。

性の多様性に関する啓発リーフレッ
トを作成し、公共施設や自治会を通
じて配布した。

市ホームページにおいて、性の多様
性について啓発し、性のあり方に関
するQ&Aを公開した。
【再掲　施策番号44】

令和３年度から事業を開始し、ホー
ムページやSNS、チラシや啓発リーフ
レット等で啓発ができた。また、コ
ミュニティスペースにも毎回6～7人
程度の参加があり、一定のニーズが
あると考えられる。
しかし、電話相談は件数が伸びず、
当事者のニーズ把握や効果的な周知
啓発方法が今後の課題である。

拡充 継続

令和４年度には、市職員
と市内事業所向けに、啓
発リーフレットの作成と
研修を実施予定であり、
パートナーシップ宣誓証
明制度も開始する予定で
ある。令和５年度以降
も、引き続き事業に取り
組み、だれもが暮らしや
すいまちづくりを目指
す。

人権・男
女共生課

公立幼稚園・公立認定こども園にお
いて、人権教育を推進するにあたっ
て茨木市立幼稚園教育課程基準に位
置づけるとともに、茨木市・大阪府
教育委員会の教材集や事例集等を活
用しながら日々の保育の中で取り組
んだ。
公立保育所において、「茨木市人権
保育基本方針」・「茨木市人権保育
カリキュラム」や保育所保育指針に
基づき、日々の保育の中で取り組ん
だ。
【再掲　施策番号124】

様々な遊びや活動を通して、一人ひ
とりを大切にしながら、幼児同士が
温かい人間関係を結んでいけるよう
な仲間づくりに努めた。また、互い
の良さや違いに気づき、認め合える
ような保育・教育を推進することが
できた。今後も引き続き取り組みを
継続していく。

継続 継続

様々な遊びや活動を通し
て、一人ひとりを大切に
しながら、幼児同士が温
かい人間関係を結んでい
けるような仲間づくりに
努めていく。また、互い
の良さや違いに気づき、
認め合えるような保育・
教育を推進することに努
める。今後も引き続き取
り組みを継続していく。

保育幼稚
園総務課

さまざまな人権学習の具体的な取組
みのモデル案を示した「人権教育授
業プラン集パートⅡ」を教職員に配
布し、人権課題の一つであるセク
シャルマイノリティへの理解促進を
図った。

「人権教育授業プラン集パートⅡ」
を活用することで多様な性のあり方
への理解を深めることができた。今
年度は「人権教育授業プラン集パー
トⅢ」を作成する。

継続 継続
学校教育
推進課

施策内容

中学校の職場体験学習を充実
し、働くことへの理解を深め
ます

130

外国にルーツを持つ子どもた
ちが自尊感情を高め、主体性
を確立するための支援を行う
とともに、子どもたちが豊か
に共生する心を育む多文化共
生の取組を推進します

131
多様な性のあり方への理解を
深めるための啓発を推進しま
す

（具体的施策　49）様々な人との共生への取組の推進

子どもたちが、社会人・職業
人として自立していけるよ
う、年齢に応じたキャリア教
育を推進します
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令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

料理未経験者や経験者のレベルに合
わせた講座を開講し、男性の料理技
能向上の機会を提供した。
【再掲　施策番号30】

講座の開講により、男性の料理技能
向上に寄与することができた。引き
続き、生涯学習の取組を通じて、よ
り多くの機会を提供できるように努
める。

継続 継続
文化振興

課

男性の家事参画・仕事以外の活動参
画を推進するための各種講座を開催
した。
【再掲　施策番号20】

新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、開催回数及び募集定員を減ら
しての開催となったが、市民の方の
ニーズと内容がマッチしている人気
の講座である。男性の家事・育児参
画、仕事以外の活動参画の一助とな
る講座であるので、引き続き実施す
る。

継続 継続
人権・男
女共生課

料理未経験者や経験者のレベルに合
わせた講座を開講し、男性の料理技
能向上の機会を提供した。
【再掲　施策番号30】

講座の開講により、男性の料理技能
向上に寄与することができた。引き
続き、生涯学習の取組を通じて、よ
り多くの機会を提供できるように努
める。

継続 継続
文化振興

課

男性の家事参画・仕事以外の活動参
画を推進するための各種講座を開催
した。
【再掲　施策番号20】

新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、開催回数及び募集定員を減ら
しての開催となったが、市民の方の
ニーズと内容がマッチしている人気
の講座である。男性の家事・育児参
画、仕事以外の活動参画の一助とな
る講座であるので、引き続き実施す
る。

継続 継続
人権・男
女共生課

出前講座を通して介護保険サービス
に関する情報を提供した。
【再掲　施策番号30】

令和３年度は出前講座を５回実施
し、参加者124人に対して介護保険
サービスに関する情報提供をした。
引き続き出前講座を通して介護保険
サービスの啓発に努める。

継続 継続
長寿介護

課

①妊娠中から出産・育児について、
知識・技術を学ぶ両親教室（パパ＆
ママクラス）をオンラインで実施し
た。
②母子手帳交付時に、男性の育児参
加を促すリーフレットを配布した。
【再掲　施策番号30】

参加者の75％がパートナーと同伴し
ている。男性への育児参加の意識啓
発や導入を行うことができたと考え
ている。今後も新型コロナウイルス
感染症の流行状況によって意識啓発
の機会が失われないよう、オンライ
ンを活用した情報発信を継続してい
きたい。

継続 継続
子育て支
援課

つどいの広場等において、父親も参
加できる学習機会を設ける活動を実
施した。
【再掲　施策番号30】

父親も参加しやすい土曜日などにイ
ベントの企画をしたことで男性の子
育て参加の促進をすることができ
た。

継続 継続
子育て支
援課

知って得する子育て講座の中でパパ
向けメニューを開催した。
【再掲　施策番号29】

定員削減の中での実施であったが、
参加された人は満足されていた。今
後、コロナ禍の状況で、どのような
開催方法がよいのかニーズを把握
し、検討する必要がある。

継続 継続
子育て支
援課

「よりみちルーム」・「家庭教育学
級」を通じて、保護者を対象に技能
向上の学習機会を提供した。
【再掲　施策番号30】

家庭教育に関する学習の機会を提供
できた。
今後も、ICT活用や関係団体との連携
等により、新しい生活様式を踏まえ
た適切な学習機会の提供に努める。

継続 継続
社会教育
振興課

市又は市民で構成された団体からの
要請に基づき、対話や交流を通じて
保護者のあり方を学習する機会を提
供する「親まなび講座」を実施し
た。
【再掲　施策番号30】

大阪府教育委員会作成の親学習教材
を用いて、親まなびサポーターの進
行のもと、保護者同士が対話するこ
とで、子育てについて考える機会と
なっている。
引き続き、オンライン実施の検討を
進めるとともに、出前講座としての
周知や、公民館等での実施による受
講対象者拡大に努める。

継続 継続
社会教育
振興課

施策内容

132

男性にとっての男女共同参画
の意義について理解を促進す
るための学習機会を提供しま
す

施策の基本的方向20　男性にとっての男女共同参画の推進

（具体的施策　50）男性にとっての男女共同参画に関する啓発や学習機会の提供

男性が家事、育児、介護等、
生活者としての能力をつける
ための学習機会を提供します

133
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134

広報誌・ホームページ等を活用し、
市内事業所に対して、男性が家庭や
地域活動、市民活動へ参画できるよ
う、労働慣行の見直しやワーク・ラ
イフ・バランスについて、啓発や情
報提供を行った。
【再掲　施策番号14】

働きやすい職場づくり推進事業所認
定制度を実施した。
【再掲　施策番号３】

啓発活動やインセンティブの拡充等
により、働きやすい職場づくり推進
事業所について、新たに9事業所を認
定し、認定事業所は延べ25事業所と
なった。
広報誌・ホームページ等を活用し、
市内事業所に対して、男性が家庭や
地域活動、市民活動へ参画できるよ
う、労働慣行の見直しやワーク・ラ
イフ・バランスについて、啓発や情
報提供を行う。

継続 継続
商工労政

課

令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

135

男性の家事参画・仕事以外の活動参
画を推進するための各種講座を開催
した。
【再掲　施策番号20】

新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、開催回数及び募集定員を減ら
しての開催となったが、市民の方の
ニーズと内容がマッチしている人気
の講座である。男性の家事・育児参
画、仕事以外の活動参画の一助とな
る講座であるので、引き続き実施す
る。

継続 継続
人権・男
女共生課

令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

136

男性の家事参画・仕事以外の活動参
画を推進するための各種講座を開催
した。
【再掲　施策番号20】

新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、開催回数及び募集定員を減ら
しての開催となったが、市民の方の
ニーズと内容がマッチしている人気
の講座である。男性の家事・育児参
画、仕事以外の活動参画の一助とな
る講座であるので、引き続き実施す
る。

継続 継続
人権・男
女共生課

令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

137
ホームページ等において、｢生涯学習
情報誌｣等の生涯学習情報の発信を
行った。

ホームページや「生涯学習情報誌」
等、様々な媒体を通して、情報提供
を行うことができた。引き続き、
「生涯学習情報誌」やホームページ
の活用に加え、SNS等の活用に努め
る。

継続 継続
文化振興

課

施策内容

施策内容

固定的な性別役割分担意識が
男性にもたらす重圧や男性の
心身の健康の問題等、男性に
関する情報の収集及び発信を
します

生涯学習に関する情報を、
様々な機会、媒体を通して提
供します

市内事業所に対して、男性が
家庭や地域活動、市民活動へ
参画できるよう、男性中心の
働き方等を前提とした労働慣
行の見直しやワーク・ライ
フ・バランスについての啓発
や情報提供を推進します

若者、子育て中の父親、定年
前後の男性、介護を担う男性
等のネットワークづくりを支
援します

（具体的施策　51）男性のネットワーク支援

（具体的施策　52）男性の男女共同参画に関する情報収集と発信

施策の基本的方向21　多様な選択を可能にする教育・能力開発・学習機会の充実

（具体的施策　53）生涯学習に関する情報提供と学習機会の提供

施策内容
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137

都市づくり、まちづくりの主体とな
る市民との連携・協働を推進した。
インターネット等を通じて、分かり
やすく使いやすい都市計画情報を幅
広い層へ提供した。
まちづくりに関する意見交換を通じ
て人と人のつながりが増え、共感が
生まれる「交流の場」を提供した。
大学と連携し、学生がまちづくりへ
の理解を高め、地域とのつながりを
生む場を提供した。
地元への愛着がまちづくりに繋がる
よう、地元自治会を支援した。
住民による自主的なルールづくりの
取組に対し、協議の場にまちづくり
の専門家の派遣を行い、制度内容や
合意形成プロセスなどについて支援
した。
【再掲　施策番号101】

自らの住むまちをより良くしていく
活動である「まちづくり」について
は、行政など特定の主体だけが担う
ものではなく、そこで暮らす市民を
中心とした様々な主体が（もちろん
男女ともに手を取り合って）担って
いくべきものである。
そうした認識から、市民主体でのま
ちづくり活動の機運が高まるような
支援を行ってきたところであり、具
体的には、東芝工場跡地における今
後のまちづくりについて考える「太
田知恵の和」について追手門学院大
学で講義、郊外部の住宅地における
暮らしやすさの低下への予防的対応
として、大阪大学と連携した「共創
ラボ」の開催などが挙げられる。
今後の課題としては、地元住民（多
世代）にいかに自分事と捉え、まち
づくりに参加してもらえるか、コロ
ナ禍でいかに取組を絶やさず続けて
いくのか、状況に応じて、柔軟に適
切なアドバスを行っていく必要があ
る。

拡充 拡充

まちづくりには、地域に
係る様々な主体が地域を
よりよくするために、継
続してまちづくりの活動
に取組んでいくことが必
要である。
市としては今後も引き続
きまちづくりに関する支
援を行い、住民が主体と
なってまちづくりに取り
組んでいけるようサポー
トしていく。
また、まちづくりの機運
を高める支援を継続・拡
大していくことに加え、
専門家派遣制度も活用し
ながら、機運が高まった
後の具体的な活動への支
援についても取組を強化
していく。

都市政策
課

料理未経験者や経験者のレベルに合
わせた講座を開講し、男性の料理技
能向上の機会を提供した。
【再掲　施策番号30】

講座の開講により、男性の料理技能
向上に寄与することができた。引き
続き、生涯学習の取組を通じて、よ
り多くの機会を提供できるように努
める。

継続 継続
文化振興

課

広く市民等を対象に、男女共同参画
講演会や男女共同参画基礎講座な
ど、男女共同参画に関する講座等を
開催した。
年間開催回数　177回
のべ2,571人参加

令和３年度は新型コロナウイルス感
染拡大防止に伴う休所期間や利用制
限により講座等開催回数が減少した
が、オンライン開催やＳＮＳも活用
しながら啓発を継続した。今後も、
様々な媒体を活用した講座や情報発
信を実施する。

継続 継続
人権・男
女共生課

「よりみちルーム」・「親まなび講
座」等、保護者を対象に家庭での子
育てや教育に関する講座を実施し
た。
【再掲　施策番号30】

家庭教育に関する学習の機会を提供
できた。
今後も、ICT活用や関係団体との連携
等により、新しい生活様式を踏まえ
た適切な学習機会の提供に努める。

継続 継続
社会教育
振興課

乳幼児と保護者が一緒に参加できる
読み聞かせ講座や絵本ライブ、保護
者向けの子どもの本の読書講座を実
施した。
〔実施回数〕６回、〔参加者〕215人

性別を問わず子育てに関わる大人が
参加できる講座等を実施することが
できた。今後も男女共同参画の視点
を持って、講座等を実施する必要が
ある。

継続 未定

「男女共同参画をテーマ
にした講座」ではなく、
「男女共同参画の視点を
持って、さまざまな講座
を開催する」という方針
としたい。

中央図書
館

139
※新型コロナウイルス感染症蔓延の
ため実施せず

継続 継続
社会教育
振興課

140

出前型一時保育を実施した。
〔実施事業名〕出前型一時保育
〔託児担当員派遣〕443件
〔一時保育〕 891人

新型コロナウイルス感染症の影響で
一時保育を伴うイベントが減少し、
結果、派遣件数も減少したが、派遣
依頼に対しては十分対応できた。

継続 継続
子育て支
援課

141
多様な主体による生涯学習の機会を
提供し、生涯学習を体験する機会を
提供した。

多様な主体による生涯学習や体験の
機会を提供することにより、表現活
動の支援を行うことができた。引き
続き、生涯学習センター主催事業・
登録団体による講座開催、舞台発表
や作品展示の機会を提供し、来場者
の生涯学習への参加・参画するきっ
かけ作りを提供する必要がある。

継続 継続
文化振興

課

生涯学習に関する情報を、
様々な機会、媒体を通して提
供します

138

ローズＷＡＭや社会教育施設
等において男女共同参画を
テーマにした講座を充実しま
す

様々な学習機会にだれもが参
加しやすいように、一時保育
の実施や開催日時・場所等に
ついて工夫します。
また、子育て世代が講演会や
審議会等へ参加できるよう
に、関係課からの依頼により
保育ボランティア等を派遣し
て一時的に子どもを預かる出
前型一時保育を実施します

社会教育関係団体のリーダー
に対して男女共同参画に関す
る研修を充実します

ローズＷＡＭ等を活用して、
女性の芸術や文化、ものづく
り等の表現活動を支援します
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141

地域で活動するサークル等に、活動
の成果を発表する機会を提供した。
〔実施事業名〕たそがれコンサート
〔実施日〕令和３年７月～令和４年
３月
〔参加〕269人　９団体出演
〔内容〕ゴスペル、楽器演奏　他

毎年２月に開催しているローズWAMま
つりについては、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため中止とした。
たそがれコンサートについては、感
染拡大防止に配慮しつつ、開催回数
を減らして開催した。今後も、新た
な参加者を募りつつ開催していきた
い。

継続 継続
人権・男
女共生課

令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

142
女性の就職等を応援するため、チャ
レンジ応援セミナーを開催した。
【再掲　施策番号75】

オンラインでの講座としたところ、
満足度の高い講座となった。参加者
が少ないため、受講者のニーズに
あった内容を検討する必要がある。

継続 継続
人権・男
女共生課

ローズＷＡＭにおいて、男女共同参
画に関する情報の収集、活用、提供
を行った。
【再掲　施策番号121】

図書等の貸出件数については、コロ
ナでの休館に伴い減少している。
時代のニーズに合わせてＳＮＳ等さ
まざまな媒体を通した情報の発信を
検討する必要がある。

継続 継続
人権・男
女共生課

広報誌・ホームページ等を活用し、
職業能力開発講座等、さまざまな
チャレンジに関する情報提供を行っ
た。

広報誌・ホームページ等を活用し、
さまざまなチャレンジに関する情報
提供を行う。

継続 継続
商工労政

課

女性の就職等を応援するため、チャ
レンジ応援セミナーを開催した。
【再掲　施策番号75】

オンラインでの講座としたところ、
満足度の高い講座となった。参加者
が少ないため、受講者のニーズに
あった内容を検討する必要がある。

継続 継続
人権・男
女共生課

実践型勤労者スキルアップセミナー
〔実施日〕令和３年９月２日
〔参加者〕13人
〔テーマ〕新入社員のための基礎能
力向上セミナー
〔実施日〕令和４年３月24日
〔参加者〕12人
〔テーマ〕ホームページ活用セミ
ナー
～会社・お店の売上アップにつなげ
よう～

継続 継続
商工労政

課

職業能力開発講座
【再掲　施策番号75】

継続 継続
商工労政

課

子育て世代向け就労支援フェア
〔実施日〕令和３年5月27日
〔参加者〕17人
〔内容〕就労相談、福祉のお仕事相
談、起業相談、子どもの預り相談及
び情報提供コーナー、「働き方」を
考える上で知っておきたい「お金の
話」セミナー

継続 継続
商工労政

課

女性向け起業セミナー
【再掲　施策番号18】

継続 継続
商工労政

課

施策内容

セミナーやイベントの企画・
運営等の実践的な活動を通し
て、女性のエンパワーメント
支援をします
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様々なチャレンジに関する情
報を収集し、多様な媒体を通
じて情報提供をします

（具体的施策　54）女性のチャレンジに関する情報提供と講座の開催

勤労者向けの講座や就労支援のため
の講座を開催。
子育て世代向けの就労支援フェアを
実施。
女性向け起業セミナーを実施。

ローズＷＡＭ等を活用して、
女性の芸術や文化、ものづく
り等の表現活動を支援します

働く女性のための講座や、再
就職を希望する女性のための
講座等を開催します
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令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課

新型コロナウイルス感染症拡大に伴
い、キッズスポーツデーは中止。

感染症拡大防止対策を講じた上で、
実施する。
引き続き、各地域からの参加者を増
やすため、開催場所の増加等を検討
する。

継続 継続

2か所の実施会場の内、1
つは市中央部、もう1つは
東南北のいずれかの地域
を中心に年度ごとに変え
ながら実施していく。

スポーツ
推進課

市民スポーツフェスティバルを実施
した。
〔実施日〕令和３年11月20・21・23
日
〔対象者〕市内在住・在勤・在学の
者
〔参加者数〕262人
〔実施場所〕市民体育館、東市民体
育館、南市民体育館

実施種目を減らし、感染症拡大防止
対策を講じた上で開催した。
今後も感染症拡大防止対策を講じな
がら、実施種目を増やすとともに、
気軽に取り組んでもらえるよう体験
コーナーの充実を図る。

継続 継続

新たな種目の導入・積極
的な周知等を行い、
ニュースポーツの普及及
び参加者数の増加を図
る。

スポーツ
推進課

男女共同参画について学ぶ機会の提
供として、リコチャレ　in ローズＷ
ＡＭを開催した。
〔実施日〕
①令和３年10月23日
②令和３年11月27日
③令和３年12月19日
④令和４年１月22日
〔内容〕
①宇宙の生活を体験してみよう
②宇宙服を体験してみよう
③きれいな虹をつくってみよう
④サインペンの色をわけよう

〔参加人数〕
①27人
②23人
③25人
④20人

理系女子（リケジョ）の育成のた
め、将来の進路選択において、性別
にとらわれない決定ができるよう、
リケジョを意識した講座を開催し
た。申込・満足度ともに高い講座で
あった。今後は、ロールモデルとな
る理系の女子学生等を講師に招き、
より効果的な啓発に努める。

継続 継続
人権・男
女共生課

ユースプラザ事業において、園芸、
調理実習、各種スポーツなどの社会
体験を、男女の区別なく実施した。
〔開催回数〕　　　133回
〔のべ参加人数〕　271名

男女を区別することなく、様々な取
組を実施することで、利用者に多様
な機会を提供することができた。今
後も、男女の区別なく社会体験を推
進する。

継続 継続
こども政
策課

市内の公立高校で、子育て中の親子
と関わる機会をもつ「ふれあいまな
び事業」をLINE電話を用いてリモー
ト実施した。(2件)
【再掲　施策番号30】

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、高校生等と直接ふれあうこと
はできず画面越しではあったが、親
子の様子をリアルタイムで観察した
り、高校生から利用者に直接質問す
ることができた。

継続 継続
子育て支
援課

公立幼稚園・公立認定こども園にお
いて、人権教育を推進するにあたっ
て茨木市立幼稚園教育課程基準に位
置づけるとともに、茨木市・大阪府
教育委員会の教材集や事例集等を活
用しながら日々の保育の中で取り組
んだ。
公立保育所において、「茨木市人権
保育基本方針」・「茨木市人権保育
カリキュラム」や保育所保育指針に
基づき、日々の保育の中で取り組ん
だ。
【再掲　施策番号124】

様々な遊びや活動を通して、一人ひ
とりを大切にしながら、幼児同士が
温かい人間関係を結んでいけるよう
な仲間づくりに努めた。また、互い
の良さや違いに気づき、認め合える
ような保育・教育に努めた。今後も
継続していくことが大事であり、若
い職員にも伝えていくことが今後の
課題である。

継続 継続

様々な遊びや活動を通し
て、一人ひとりを大切に
しながら、幼児同士が温
かい人間関係を結んでい
けるような仲間づくりに
努めていく。また、互い
の良さや違いに気づき、
認め合えるような保育・
教育に、今後も継続して
いくことが大事であり、
若い職員にも伝えていく
ことが今後の課題であ
る。

保育幼稚
園総務課

（具体的施策　55）子どもや若者のための学習や体験活動の推進

施策内容

子どもたちが学習や体験活動
を通して男女平等や男女共同
参画について学べる機会を充
実します

145
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体験活動については、コロナの感染
状況を見極めながら、必要な対策を
講じて実施した。
〔実施事業名〕
　①子どもセミナー
　②青少年野外活動センター主催
キャンプ
　③小学校自然体験学習受入
〔実施回数・参加者〕
  ①36回／601人
  ②5事業／485人
　③30校／2,716人
〔場所〕
　①上中条青少年センター・各いの
ち・愛・ゆめセンター
　②・③青少年野外活動センター

新型コロナウイルス感染拡大の予防
に努めながら、ものづくりを中心と
した子どもセミナーを実施し様々な
体験の場を提供することができた。
今後も実施内容・テーマを検討しな
がら開催する。
青少年野外活動センターでは、感染
症対策を講じながら、学齢や目的別
に様々なキャンプを実施したほか家
族単位で短時間の体験活動の場を提
供した。

継続 継続
社会教育
振興課

固定的性別役割分担意識にとらわれ
ない職場体験学習や野外体験活動を
実施した。

職場体験学習や野外体験活動を通じ
て男女平等や男女共同参画について
学ぶことができた。

継続 継続
学校教育
推進課

子ども・若者を早期に支援し、早期
困難解消をめざすとともに、支援す
る側・される側の負担軽減を図るた
め、社会生活を円滑に営む上での困
難を有する子ども・若者に対し、
各々の専門性を有する支援機関が必
要に応じて連携し包括的に支援し
た。

また、研修を開催し、支援ノウハウ
や情報共有の機会を提供した。
【再掲　施策番号92】

ひきこもり、教育、福祉等、様々な
分野で部会を実施することで、昨年
度よりも更に実用的な支援を検討す
る機会を設けることができた。
また、更生保護サポートセンター、
市立中学校、高校などの協議会構成
機関が増え、更なる連携が可能に
なった。
課題としては、不登校・ひきこもり
だけでなく、ヤングケアラーを含む
家庭環境の課題等、ユースプラザに
つながる子ども・若者の生きづらさ
が多様化しており、課題と既存の資
源で提供できる支援内容を調整する
必要がある。
ヤングケアラーについては、令和４
年度に関係機関における部会の開
催、実態調査の実施を予定してい
る。調査結果を踏まえて、今後の支
援方策を検討する。

継続 継続
こども政
策課

生きづらさを抱える子ども・若者の
状態改善を図るため、茨木市子ど
も・若者自立支援センター「くろ
す」において、ひきこもり・ニー
ト・不登校等の子ども・若者とその
保護者の個別専門支援を実施した。
また子ども・若者支援地域協議会の
指定支援機関として、子ども・若者
支援の主導的役割を担った。
(委託先)社会福祉法人ぽぽんがぽん
【再掲　施策番号92】

講習会は、福祉や教育等、様々な機
関からの参加があり、参加者アン
ケートの結果は高評価であった。
茨木市子ども・若者自立支援セン
ター「くろす」とケース連携してい
る機関が限定的であるため、各ケー
スに合わせた部会やケース会議の充
実を検討する。

継続 継続
こども政
策課

貧困の連鎖を解消するため、学習会
を市内５ブロック６か所で開催し
た。また、学習・生活支援員が家庭
訪問を行い、家庭の生活状況や保護
者と本人の事業利用意向を確認した
上で、学習会に誘導した。保護者の
生活相談も受付け、必要な支援につ
ないだ。
【再掲 施策番号92】

児童扶養手当現況時に対象となりそ
うな児童の母に直接案内・中学校の
最初の家庭訪問時に本事業を周知す
るなど、必要な生徒に支援がつなが
るように事業周知方法の幅を広げ
た。
今後は生徒が学校に慣れてきた６月
ごろを目途に学校訪問し、学校とよ
り連携が深められるタイミングで本
事業を周知し早期支援につなげる。

継続 継続
こども政
策課

若者の自立に向けての支援を
します
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子どもたちが学習や体験活動
を通して男女平等や男女共同
参画について学べる機会を充
実します
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目的としては、子ども・若者が地域
で孤立することのないよう人とつな
がる場を創るとともに、関係機関等
と連携して支援することで、子ど
も・若者の生きづらさの早期解消を
図る。

〔概要〕社会経験や相談ができる居
場所「ユースプラザ」５か所におい
て、子ども・若者支援に関わってい
る団体・組織と連携しながら取り組
む。また、課題が複合的で支援困難
なケースについては、子ども・若者
支援地域協議会で早期支援・早期困
難解消に向けて取り組む。
【再掲　施策番号92】

中学校、SSW、地域との連携が進み、
ユースプラザ利用者数の増につな
がった。大学生ボランティア等、利
用者と年齢が近いスタッフを積極的
に入れているところもあり、継続利
用につながる取組を更に進めている
ところである。
不登校・ひきこもりだけでなく、ヤ
ングケアラーを含む家庭環境の課題
等、ユースプラザにつながる子ど
も・若者の生きづらさが多様化して
おり、支援計画作成や状態改善に向
けた支援に時間がかかることがあ
る。また、時に相談支援の質が一定
ではなく、支援員によって偏りが見
られたため、令和４年度は一定の相
談支援基準を市から提示する。

継続 継続
こども政
策課

ハローワークや茨木商工会議所と連
携し、就職サポート事業として、仕
事なんでも相談、合同就職面接会等
の就労支援を実施した。
【再掲　施策番号75】

ハローワークや茨木商工会議所と連
携し、合同就職面接会など就労支援
を実施する。福祉総合相談課と連携
し、ケースに応じた支援を行う。

継続 継続
商工労政

課

令和３年度の取組内容 取組に対する評価と今後の課題等
令和４年度
の方向性

第3次計画
（R5～R9）
における方

向性

⇒左記を選択した理由や今
後５年間の方針、目標等

担当課
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児童の保護者が家庭教育の重要性を
認識し、子どもの育成に必要な知識
と技術について学習するための学級
を委託により開設した。
【再掲　施策番号30】

保護者がつながり、ともに学ぶ場と
して、親学習、人権の尊重、子ども
の心とからだの健康等をテーマとし
た学習会や交流会を、各学級が自主
的に企画し実施した。新型コロナウ
イルス感染症の影響が続いている
が、オンライン活用等、新しい手法
を導入することで開設学級数や参加
者数を若干増やすことができた。
引き続きコロナ禍での新しい生活様
式を踏まえるとともに、核家族化、
共働き世帯の増加等の社会情勢の変
化に応じた活動となるよう支援する
必要がある。

継続 継続
社会教育
振興課

148
※新型コロナウイルス感染症蔓延の
ため実施せず

継続 継続
社会教育
振興課

地域子育て支援センターやつどいの
広場において、子育て講座を実施し
た。

コロナ禍での実施となったが、多様
なニーズに合わせた様々な子育てに
関する講座を実施し、子育て家庭へ
学習機会を提供することができた。

継続 継続
子育て支
援課

知って得する子育て講座の中でパパ
向けメニューを開催した。
【再掲　施策番号29】

定員削減の中での実施であったが、
参加された人は満足されていた。今
後、コロナ禍の状況で、どのような
開催方法がよいのかニーズを把握
し、検討する必要がある。

継続 継続
子育て支
援課

「よりみちルーム」・「親まなび講
座」等、保護者を対象に家庭での子
育てや教育に関する講座を実施し
た。
【再掲　施策番号30】

家庭教育に関する学習の機会を提供
できた。
今後も、ICT活用や関係団体との連携
等により、新しい生活様式を踏まえ
た適切な学習機会の提供に努める。

継続 継続
社会教育
振興課

※新型コロナウイルス感染症蔓延の
ため、予定していた研修会を実施せ
ず
【再掲　施策番号139】

継続 継続
社会教育
振興課

施策内容

家庭教育学級指導者に対して
男女共同参画に関する情報提
供や研修の機会を充実します
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男女共同参画の視点に配慮し
た家庭での教育の推進ができ
るように子育て中の男女への
学習機会を確保します

男女共同参画の視点に配慮し
た家庭教育学級の取組を推進
します

（具体的施策　56）生きる力を育む家庭での男女共同参画の推進

若者の自立に向けての支援を
します
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